SGLIが目指すもの
たたき台：著者　本多+GAIT（赤字：村上のコメント）
はじめに
　IPCCの（第三次）レポートにあるように地球温暖化の事実と予測は深刻である。第三次レポートでは以下の深刻な現実と予測が報告されている。
（１）過去50年間に観測された温暖化のほとんどは人間活動によるものであるという、あらたな、かつより強力な証拠が得られたこと。
（２）21世紀中の地球の平均気温の上昇の予測を1.4～5.8℃と第二次評価報告書に比べて上方修正したこと。
（３）数々の証拠により、近年の地域的な気温の変化が多くの物理・生物システムにたいして影響を及ぼしている高い確信があること。
（４）21世紀には、生体系の破壊、干ばつの激化、食料生産への影響、洪水・高潮の頻発、熱帯病の増加など、広範な分野において大きな影響が予測されること。
　さらに、第三次レポートでは予測結果に対する緩和[(抑制]の期待として次の２点が報告されている。
（１）技術的対策に大きな進展が見られ、緩和対策には大きなポテンシャルがあることが明らかになった。
（２）緩和方策を成功裏に実施するには、さらに多くの技術上や社会経済などの障害を克服する必要があり、総合的な対策の推進が効果的である。
　将来予測される地球温暖化の影響は、人類社会に重くのしかかってくる。この温暖化の原因も緩和も人間活動によるものであり、人間活動自体を注視する必要がある[(偵察を連想させるので、”特に人間活動の周辺環境を特に注目する必要がある”の方が良いと思う]。
　そこで、気候システムへの危険な[(重大な]人為的干渉を構成するものを科学的・技術的・社会経済的分析を通して[客観的かつ定量的に]把握することが先決であり、衛星による地球観測もいっそう人間活動に起因する現象に注視することが重要である。そこで、大気、海洋、陸（陸上植生と雪氷）分野における科学的興味も人間活動の中心である陸周辺におき、気候システムの変化に関わる物質循環（水、炭素など）、エネルギー循環に着目した。この場合、地球観測で得あれる科学的情報として、それぞれの分野ごとに列挙すると以下のようになる。
大気
陸域エアロゾル、海洋吸収性エアロゾル、雲判別、雲幾何学的厚さ、雲光学的厚さ、水蒸気量
陸
植生指数、バイオマス量、光合成量、植生生産量、地表面温度、雪氷分布、雪氷面温度、積雪粒径
海洋

有色溶存有機物吸光係数、懸濁物質濃度、クロロフィルa濃度、海表面温度、海氷面積、海洋基礎生産力　[(他圏とカテゴリを合わせて順番づけした方が良い]
２　SGLIで期待できる成果
　SGLIでは人間活動による影響把握に着目する。そこで、陸上や陸周辺領域の各種プロダクトの精度を向上させる必要がある。そのためには、陸域エアロゾルの導出や人間活動による空間解像度が比較的小さい影響を把握することが重要である。偏光多角観測による陸域エアロゾル導出、地上解像度２５０ｍとうい高解像度で人間活動の影響を適格に把握することを目指す（表1参照）。これらの他センサにない特徴を生かして人間活動の影響による環境変化の観測に特徴を特化したセンサとする。特に エアロゾルとその間接効果の影響は陸上を主な起点として大洋上にも大きく張り出すこれらの領域で顕著に現れる大気環境の変調を抽出する。特に陸上のエアロゾルは、主たる発生源でありながら観測が難しかった領域でもあるため、近紫外および可視偏光チャンネル による高精度な観測を行い、これまでのデータ空白域を埋めることができる。
　これらの大気環境の変調によるエアロゾル汚染や気温上昇などの積雪域での熱環境変動に対して，寒冷圏である雪氷域が面的かつ質的にどのような応答を示していくのかを詳細にモニタリングすることにより，気候システムにおける役割の解明，気候予測モデルの高精度化が期待される。
　陸域植生モニタリングにおいて、従来から大きな問題点としてあげられていたのは、陸域エアロゾルの検出であった。そこでSGLI陸域では陸域エアロゾル検出用に近紫外域チャンネル(VN1)および可視域赤、近赤外域の偏光チャンネル(678-P,865-P)を提案している。これらのチャンネルデータにより陸域の放射量補正においては精確な大気補正が可能となる。結果、陸上植生に関わる高次プロダクト（NPP,LAI,fAPAR,バイオマスなど）の精度が著しく向上することが期待できる。
　陸域植生の変化抽出および量の把握において、植生指数が基本パラメータとなる。しかしながら植生指数は面的情報であり、複雑な構造をもつ植生の把握には限界があった。一方、地表面を多方向で観測することにより植生のラフネスを検知しうることが最近明らかとなってきた。SGLIセンサでは、観測角度の違いによる二方向性反射特性を積極的に利用し、可視域赤、近赤外域(678-P,865-P)の多方向での観測を提案する。これらのチャンネルで取得されるデータにより、これまで植生指数のみで把握不能であった砂漠化の過程や人工林・自然林の区別が可能になる。
　これらの陸域で起きた変動は、河川などを介して沿岸から外洋へと海洋に影響を及す。沿岸域ほどその変動は空間的な大きさは小さく、濃度は高い[その変動の時間・空間スケールは小さく、変動量は大きい]と考えられている。特に、SGLIの特徴を生かすと沿岸海洋変動過程の解明、河口水の挙動、近海の漁場予測や漁獲高の推定などの海洋に対する人間活動やその影響を把握できる。
　気候システムへの危険な人為的干渉は、人間活動の周辺で起こると考えられ、なるべく早い段階で把握されることが、干渉の構成把握や仕組みの理解に役立つ。人間活動に起因する陸地表面の改変やそれに伴う大気環境の変動、雪氷面分布の変動は気候システム変動の把握に役立つ。

４　SGLIとVIIRSの違い

　SGLIとVIIRSの主な違いをまとめると次の６点になる。
1）SGLIはVIIRSにはない380nmチャンネルを持ち、高解像度の陸域エアロゾルの検出が可能である。
2）SGILでは250m解像度のNDVI/EVIが取得可能であるが、VIIRSではNDVIは375m、EVIでは750mであり、SGLIの植生指数プロダクトの方が解像度が上である。
3）SGLIは赤と近赤外領域に偏光チャンネルを有し、陸域エアロゾルの検出が可能である。NPOESS/APSも陸域エアロゾルのプロダクトを生成するが、解像度の点で、APSでは陸域地表面プロダクトに大気補正を施すには不十分といえる。SGLI偏光チャンネルの解像度を持ってすれば、陸上プロダクトに大気補正を十分かけられ、地表面状態と陸上起源のエアロゾルの相互関係を調べることが可能となり、解像度の点では偏光観測はSGLIの方が数段上であるといえる。
4）SGLIではVIIRSに不可能な多方向観測を可能にする。すなわち地表面を多方向で観測することにより植生のラフネスを検知することができ、植生指数のみで把握不能であった異なる表面形状を有する植生も識別し、VIIRSよりSGLIの陸域プロダクトの方が植生の量的把握の面で上である。
5）SGLIでは250m高解像度で空間てきに外洋より小さい[時間・空間スケールが外洋より小さい]沿岸海洋変動過程が把握できる。
6）SGLIでは250ｍ高解像度の海氷分布を取得できるので、より小さな変動が把握できる。
　つまり、VIIRSは、人間活動に起因するものもそのほかのも含んだ形で起きるすべての海洋、大気、陸上で起きる変動を把握するのに適している。SGLIは人間活動に起因する変動を全球スケールで把握するのに適している。これは、気候システムに危険な人為的干渉を正確に把握する上で必要不可欠な情報といえる。
[参考]

次期ミッションにおける優先順位

1． 地球温暖化解明への貢献

2． 実利用（気象気候、漁業、環境管理）
3． 社会（国際）貢献

4． 新規アルゴリズムの開発
この文章は地球温暖化一本に見えるが、それだと、他国に一つ衛星があるだけでも良いという意見に対応しにくいので、気象気候、漁業、環境管理などへの実利用の面を2本目の柱として押し出した方が良いと思う。

> From: 本多 嘉明 [mailto:yhonda@cr.chiba-u.ac.jp] 

> Sent: Wednesday, July 07, 2004 4:16 PM

> Subject: SGLI原稿、第２ステージ

下田先生、村上様、中島様、堀様、山本様
　SGLI理論武装文章作成に関して、ご協力いただき、ありがとうございます。
さて、下田先生から先日回覧したたたき台のたたき台に関してコメントをいただきました。具体的に内容（下記3.参照）をつめていくことが重要です。
３．プロジェクトを立ち上げるために、以下の作業が必要です。
　　・具体的な成果の明確化（論文は現状JAXAでは成果と認められていません）。
　　・仕様の正当化（必ず開発側から値切ってくるので、数値的な正当性が必要）。

------------------------------------------------------------------------ 

　陸で考えると、いかにメモを記します
陸域エアロゾルを把握し、大気補正ができた場合とできていない場合、最大か平均で各チャンネルで輝度やDNがどの程度違ってくるか
　プロダクトとして何パーセント違いが出るかを考えて、期待できる精度の向上を、仕様の根拠にする
さらに、陸域エアロゾルなどのプロダクトは、今まではPOLDERで分布パターンがある程度出てきている程度だと思います。あの解像度では検証ができていないので、定性がわかったレベルと理解しています。SGLIの解像度では検証ができるので定量的に決めていくこと我でいるので、ここが決定的に違うと 思います。
　これは、かなりの違いで、大気補正有無でNDVIがかなりずれてくる。NDVIのような単純な指数でも、誤差が大きければNPP,LAI,fAPARのような高次プロダクトに含まれる誤差が増大し、結果として小さなあるいは詳細な変化抽出すらできなくなる（森林減少率、森林被覆率など）。
------------------------------------------------------------------------ 
　・具体的な成果の明確化


主な具体的なプロダクト


プロダクトの意義


可能な研究的なプロダクト

　・仕様の正当化


各プロダクトの精度と仕様要求の根拠
などについて、ひとまず、7月末まで考えをまとめ、文章に反映しようと考えています。
7月25日まで各圏で考えをまとめていただくようにお願い申し上げます。
ご協力をお願い申し上げます。

さらに、このような努力を最終的な仕様決定までつづける必要がありますので、あわせてご協力をお願い申し上げます。

本多嘉明

後でセンサ仕様の表と合体させるので表形式にまとめてください。(7/16)
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